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添付資料①

パレート図の作成　（基本操作）　
パレート図は表の様な項目別の件数データから作成します。

不適合項目 不良件数

誤字 77
ｲﾗｽﾄ誤配置 3
引き出し線誤り 20
配置ﾐｽ 57
ﾍﾟｰｼﾞ番号誤り 17
ﾌﾟﾘﾝﾄﾐｽ 6
その他 6

STEP１ 不良件数の多い順に並べ換えを行います。
① B3からC10までのセルを選択後、「データ」から「並べ替え」をクリック
② 最優先されるキーに「不良件数」を入れる
③ 「降順」にチェックし、「OK」をクリック

1-1

STEP２ 不良件数の「比率」および「累積比率」を求める
① 不良件数の合計を求める：C11のセルに=SUM（C4:C10）を入力
② 比率を求める：D4のセルに＝C4/$C$11を入力し、D4のセルの内容をD10までコピー
③ 累積比率を求める：E4のセルに＝D4を入力。E5のセルに=E4+D5を入力し、E5の

内容を、E10までコピー
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STEP3 パレート図に必要なデータ範囲を指定します
① B3からC10までをドラッグし、Ctrlキーを押しながら、E3からE10をドラッグ

1-2

STEP4 グラフウィザード　　　　　を起動して、「ユーザー設定」の「二軸上の折れ線と縦棒」を
選択し、「完了」ボタンをクリック
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 前記STEP2からSTEP4は、Excel2007においては、以下のような操作になります。

（1）STEP2で累積比率欄が％表示になっている場合は、100をかけて数値表示にします。
　　F3 に累積表示のタイトルを追加する。
　　F4に ＝E4*100 を入力、F5からF10までドラッグする。

1-3

(2)　B3からC10までをドラッグし、
　　　Ctrlキーを押しながら、
　　　F3からF12をドラッグする
　　　「挿入」-「縦棒」で
　　　5-D縦棒の一番左をクリック。
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（3） 累積比率グラフの適当なところを右クリックして「系列グラフの種類の変更」をクリック。
　　  「マーカー付き折れ線」を選択してOKをクリック。
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（4） 折れ線上をクリックし、「データ系列の書式設定」「系列のオプション」
      「第2軸」にチェックを入れ「閉じる」をクリックする。

STEP5 パレート図の幅や軸の調整を行います

① 軸の調整を行う：第２数値軸をダブルクリックし、「軸の設定」を行う
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② 軸の調整を行う：数値軸をダブルクリックし、「軸の設定」を行う

③ 縦棒をクリックして反応させ、右クリックし、「データ系列の書式設定」をクリックする
オプションを開いて、「棒の間隔」を０とし、「ＯＫ」をクリック

1-6

④ グラフの完成
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パレート図作成　　（その他の取扱）

(1)「その他」項目の取扱
パレート図に含まれる「その他」項目。これは、度数の少ない幾つかの項目をまとめた物です。
よって、どんなに合計度数が大きくなっても、重要項目になることはないので、グラフ上では
一番右に寄せておきたいもの。ここではその手法について説明します。

STEP１ B項に「項目の種類」の列を作成し、「その他項目」に999を、他の項目に0を入力

STEP２ B3からD10までのセルを選択後、「データ」から「並び替え」をクリックします。
最優先されるキーに、「項目の種類」を入れ、昇順とします。
２番目に優先されるキーに、「不良件数」を入れ、降順とし、OKをクリックします

1-7

STEP３ 後は、前述”パレート図作成”と同様の手順で、パレート図を作成します
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クロス表の作成方法　

下記のデータをクロス表を用いて整理します。

STEP１
① ｢データ｣の「ピポットテーブルとピポットグラフレポート（P）」を開きます。
② 「EXCELのリスト／データベース」、「ピポットテーブル」をチェックし「次へ」をクリック。

STEP２ 必要なデータ範囲を指定します
B2からF16までをドラッグして範囲を指定し、「次へ」をクリック
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STEP３ 「レイアウト」をクリック

STEP３ 右のフィールドボタンから必要な項目を指定し、左のレイアウト（行、列、データ）へドラッグ
「ＯＫ」をクリックし、次ページで「完了」をクリック

STEP４ 「業種」と「規格」に関するクロス表の完成

STEP５ クロス表の「サービス業の9000を」クリックすると、その詳細が現れます
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ヒストグラム作成方法　（基本操作）　

下記の加工品の重量測定データを用いて、ヒストグラムを作成します
STEP１ 計算実施前に、「ツール」の「アドイン」を指定し、「分析ツール」および「分析ツール

VBA関数」にチェックを入れ、「OK」をクリック

STEP2 最初にデータ区間を決定します
①-1 下記データを算出する
・ 有効桁(u) ：小数点の取扱（6.6であれば、u=1）
・ 測定刻み(p) ：測定器から読みとった精度（6.6,6.7,6.9であれば、p=0.1）
・ データ数(n) ：測定データ数を表す
・ 最大値(Xmax) ：測定データの中における最大値
・ 最小値（Xmin) ：測定データの中における最小値
・ 範囲(R) ：ﾚﾝｼﾞのこと（最大値-最小値）
・ 区間数(k) ：k=√n (nデータ数）
・ 区間幅(h) ：h=R/k (測定刻みの整数倍となるように丸める）

①-2 エクセル機能を使用して計算する為、各セルに下記の計算式を入力
・ データ数(n) C17 ＝COUNT(B3:K12)
・ 最大値(Xmax) C18 ＝MAX(B3:K12)
・ 最小値（Xmin) C19 ＝MIN(B3:K12）
・ 範囲(R) C20 =(C18-C19)
・ 区間数(k) C21 =ROUND(SQRT(C17),0)
・ 区間幅(h) C22 =ROUND(C20/C21,C15)

STEP２ 下側境界値(L)と上側境界値(H)を求める
②-1 下記データを算出する
・ 下限境界値 ：最小値（Xmin)から測定刻み(p)に1/2を乗じたもの
・ 上限境界値 ：下限境界値＋測定幅（h）
＊下限境界値については、第１区間のみ上式を使用できるが、第２区間以上になると

前項の上限境界値が下限境界値に相当する。

（例：第２下限境界値＝第１上限境界値）

②-2 エクセル機能を使用して計算する為、各セルに下記の計算式を入力
・ 下限境界値 F16 =C19-C16/2
・ 上限境界値 G16 =F16+$C$22 G25までコピーする
・ 下限境界値 F17 =G16 F25までコピーする
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STEP3 「ツール」から「分析ツール」を開き、「ヒストグラム」に合わせて「OK」をクリック

STEP4 入力範囲にB3からK12を、データ区間にG16からG25を入力し、グラフ作成にチェック
した後、「OK」をクリック

3-2
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STEP5 新しいシートにヒストグラフと度数表が作成されるので、グラフの調整を行う。

縦棒の間隔をなくす：縦棒をクリックして反応させ右クリックし、「データ系列の書式設定」
の「オプション」を指定し、「棒の間隔」を０にする。また、必要に応じ、軸の調整を行う。
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ヒストグラムの作成　（統計量の計算）
加工品の重量データに対し、それぞれの統計量を求めてみます

STEP１ 下記統計量を求め、工程能力の有無を判断します

平均値 B17 =AVERAGE(B3:K12)
最大値 B18 =MAX(B3:K12)
最小値 B19 =MIN(B3:K12)
範囲 B20 =B18-B19
偏差平方和 B21 =DEVSQ(B3:K12)
分散 B22 =VAR(B3:K12)
標準偏差 B23 =STDEV(B3:K12)
工程能力 B24 =(B14-B15)/(6*B23)

STEP２ 工程能力は1.20であり、工程能力は十分とは言えないが、まずまずであると言える
（表3.2参照）
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ヒストグラムの作成　（層別）
複数の層の分布の違いをヒストグラムを用いて調べることができます。
層としては、機械、従業員、原材料、曜日、天候、支店　等が考えられます。
下記は、あるスーパの来客者数を晴れの日と雨の日で測定した結果です。
天候でどの様に異なるかを求めてみます。

STEP１ 前述の「ヒストグラムの作成」にて説明したとおり、区間を決めます。

C32 =COUNT(B4:F25)
C33 =MAX(B4:F25)
C34 =MIN(B4:F25)
C35 =C33-C34
C36 =ROUND(SQRT(C32),0)
C37 =ROUND(C35/C36,C30)
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STEP2 「ツール」の「分析ツール」の「ヒストグラム」を選択し、データ入力範囲にB4から
F13を入力、データ区間にF30からF39を入力します。
「グラフ作成」にチェックを入れて、OKをクリックすると、晴れの日におけるヒスト
グラフ作成されます。雨の日も同様にヒストグラムを作成します。

STEP３ 形状の比較を行い、晴れの日と雨の日の状況を把握します
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管理図の作成　（基本作成）
ある製造工程で作成した製品の重量です。一日を一群とした22日分のデータです。
このデータからBar-R管理図を作成します

ｎ A2 D4 D3
2 1.88 3.267

STEP１

① 群ごとに平均値　X
－

　を求める

② 群ごとに範囲　R　を求める

③ ①で求めた平均値の総平均　X
＝

　を求める

④ ②で求めた範囲の平均値　R
―

　を求める
⑤ 係数A,Dは測定値の数n毎に異なります。
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STEP２ 以上の式をEXCELシートに入力します

　X
－

I8 =AVERAGE(B8:H8)
I29までコピーする

R L8 =MAX(B8:H8)-MIN(B8:H8)
J29までコピーする

　X
－

　管理図
CL K8 =AVERAGE($I$8:$I$29) （K8に入力後、K29までコピー）
UCL L8 =K8+$B$37*N8 （L8に入力後、L29までコピー）
LCL M8 =K8-$B$37*N8 （M8に入力後、M29までコピー）

R管理図
CL N8 =AVERAGE($J$8$:$J$29) （N8に入力後、N29までコピー）
UCL O8 =$C$37$*N8 （O8に入力後、O29までコピー）
LCL P8 =$D$37$*N8 （P8に入力後、P29までコピー）
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STEP３ ここで　X
－

　管理図を作成します
まず、関係するデータを範囲指定し、グラフウィザードを立ち上げ、折れ線グラフを
選択します
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STEP４ 目盛り線の表示を全てＯＦＦにし、「完了」をクリック

STEP５ 下記グラフが作成されます

STEP６ 管理線の書式を変更します
各管理線をダブルクリックして、「データ系列の書式設定」を選択し
下記の設定を行います

ＣＬ 線の色：黒
マーカ：なし

UCL 線の色：黒
線のスタイル：波線
マーカ：なし

LCL 線の色：黒
線のスタイル：波線
マーカ：なし
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STEP７ 　X
－

　管理図が作成されます。
　ここでは、４、10、18日に管理線を逸脱していることが解ります
なお、R管理図も同様の手順にて作成できます。
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散布図の作成 (基本操作）
ある定食屋での、カロリーと値段の関係を基に、散布図を作成します

STEP１ グラフウィザードを立ち上げ、｢散布図｣を指定し、｢次へ｣をクリック

STEP２ データ範囲にB4からC20を指定し、｢次へ｣をクリック
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STEP３ タイトルと、軸名称を記入し、｢完了｣をクリック。散布図が表示されます

ＳＴＥＰ４ 軸をダブルクリックし、X軸範囲とY軸範囲を調整する。

STEP５ グラフの完成！正の相関があることがわかります
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STEP6 両者の関係式を導きます。
① プロット点をクリックして反応させ、右クリックし、「近似曲線の追加」をクリック

② 線種に、「近似曲線」を、オプションの「グラフに数式を表示する」に印を入れ、OKを
クリック。

③ 近似式が、表示されます
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散布図の作成　（層別）
焼入れ温度と硬度のデータを作業判別に層別散布図を作成します

STEP１ グラフウィザードで、散布図を選択し、「次へ」をクリックします｢元のデータ｣の
｢系列｣をクリックし、「追加ボタン」をクリックすることで系列を一つ追加します
名前に｢B4｣を、X値にB6からB20を、Y値にC6からC20を指定します。

STEP２ ｢追加｣ボタンを更にクリックして、B班のデータも同様に、名前にD4を、X値にD6
からD20を、Y値にE6からE20を記入し、次へをクリック。
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STEP３ グラフタイトルを記入し、「OK」をクリック

STEP４ 散布図が表示されたら、軸をの調整を行います

STEP５ 図の完成
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相関係数の求め方
下記のデータで、相関係数を求めます。

STEP１ 計算実施前に、「ツール」の「アドイン」を指定し、「分析ツール」および「分析ツール
VBA関数」にチェックを入れ、「OK」をクリック

STEP2 「ツール」から「分析ツール」を開き、「相関」に合わせて「OK」をクリック

STEP3 入力範囲にB4からC20を入力し、「先頭先をラベルとして使用」にチェック
した後、「OK」をクリック
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STEP4 別シートに相関関数が表示される
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